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　その卒業を祝い、卒業生に感謝を伝えた6年生を送る会、これを運営したのは5年生です。彼らは

6年生の姿をいちばん近くで見てきた集団です。「6年生の背中をボクたちは見てきました」堂々と

語る5年生児童の言葉に感激しながら、昨年同様、企画・進行する自分たち自身が楽しむ会となりま

した。

　すでに南小学校の新しいリーダーが育ち、最高学年としての役割を体験し

ています。登下校でも3月10日より5年生が班長を引き継ぎ、卒業した6年

生がそれをサポートする体制ができていました。昨日からは少なくなった登

校の列を全て束ねて歩く姿が始まっています。この新しいリーダーたちに、

これからの南小学校をゆだね、そして彼らも成長していくのだと感じる３月

です。

　3月19日、6年生16名がマキノ南小学校を卒業しました。この2年間、彼らの姿を見てきて感じた

のは、楽しむのが上手な集団だったということです。何をするにも楽しもうとする気持ちを感じさ

せる彼らでした。5年生の時には、ただ楽しんでいる様子でしたが、昨年3月には責任を持つなかで

の楽しみを見つけ、とにかく楽しみながら当時の6年生に自分たちの存在を見せつけて彼らを送り出

しました。6年生に進級してからもこの意識は変わることなく、最終学年の役割を果たすことも、実

に楽しそうにやり遂げる様子ばかりが思い出されます。多くの子が涙を見せた感動の運動会、それ

さえも楽しみ抜いた末の姿だったのだと実感します。その卒業生たちの存在、そして活躍ぶりを3月

3日の6年生を送る会では各学年がダンスやクイズ、演奏などで今年度のエピソードとともに感謝の

気持ちを伝え、寒い雨の日に心温まる時間を過ごすことができました。

　集団としての成長はもちろんですが、それを表現できたのは、個人の成長があってのことです。

ある一人の子を例に挙げますと、その子は、5年生の頃は登校時にたびたびクルマで送ってもらって

いました。ところが6年生になるとその姿は見られなくなりました。回数が減ったということではな

く、全くのゼロになったと記憶しています。こんなにも意識を変えられるものでしょうか？職員室

でもその子の話題が出たことがありました。6年生のなかでは、最も成長がみられるのではないかと

話題にあがったのです。朝に送ってもらわなくなったこと、それは単なる一面であって、学習中の

姿をはじめ、学校で見せる姿の一つ一つが変化を物語るものだったに違いありません。そして16名

それぞれがこの子と同様に成長して南小学校を後にしたのです。給食の時間に「すて木」を紹介を

する姿が印象に残る彼らが南小学校にステキを波及させた功績は大きく、3月19日は、まさにステ

キな集団が南小学校から巣立った記念すべきステキな日となりました。

　そして今日は修了式、それぞれの学年で成長を果たした子どもたちが、その学年の課程を終えま

した。新入生を迎え、進級した自覚を持って４月を迎えることができるよう期待しています。保護

者・地域のみなさまには今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

教育目標 『笑顔あふれ つながり やり遂げる 南小の子ども』

卒業 修了 おめでとうございます！

新たなリーダーとして…



17日 （金）

　前回は、「ラーニング・ピラミッド」を用いて学びの定着について紹介しました。今年度の最終号となる今

回は、保護者の意識と生活習慣の影響について調査から見えてきたことを紹介します。

　まず、小中学生を持つ全国の保護者に向けたあるアンケートでは、子どもの勉強で（保護者が）重視してい

ることとして、「様々なものに触れたりいろんな体験をすること」や「目標を決めて、勉強をやり遂げる経

験」が上位となり、「毎回の学校のテスト・試験でよい成績を取ること」よりも「学校の授業に遅れずについ

ていくこと」が重視されていることがわかりました。中学生においては、「受験に備えること」よりも「学校

の成績よりも、本人の得意なことや個性を伸ばすこと」が重視されているという結果が出ました。「学校の勉

強には落ちこぼれずについていければよい。それよりも経験を積むことが大事。意欲をもち、得意なことや個

性をのばしてほしい」。このように望んでいる保護者が、少なくとも半数近くはいることがわかったというの

です。そして、「子どもの将来イメージをもっている」保護者ほど、「子どもの地域の人々とのかかわりが多

い」という傾向が高いという結果も出ました。

　つぎに、小6と中3を対象に実施されている全国学力・学習状況調査の経年変化(3年間の変化)分析によりま

すと、●「学校外での勉強時間は減少傾向にあり、勉強時間が長いほどスコアが高い傾向がある」●「テレビ

ゲームやスマートフォンの使用時間が増加しており、これらの使用時間が長いほどスコアが低下する傾向があ

る」●「平日の勉強時間は減少し、テレビゲームやスマートフォンの使用時間は増加している。特に、スマー

トフォンの使用時間が一定以上になると、学力スコアが低下する」●「保護者が子供と勉強の話をする割合が

減少しており、その結果、子供の勉強時間が短くなる傾向がある」●「学校生活が楽しければ成績にこだわら

ないと考える保護者が増加しており、その意識と子供の勉強時間が短くなることの関連がある」●「テレビ

ゲームやSNSの使用時間が長い保護者の子供も、同様に使用時間が長くなる傾向がある」といった分析がなさ

れています。

　これらはアンケートの結果に過ぎませんが、全国的な傾向を表しており、価値があるものだと考え紹介させ

ていただきました。新たな気持ちで迎える新年度、新学年でのスタートにあたって参考にしていただければ幸

いです。

心電図(1.4年)7日 （火） 入学式準備(新5.6年登校)

　マキノ小学校開校準備協議会では、現在、新しい小学校の校歌や校章の作成について協議を進めています。

後日、地域のみなさまにもお知らせできることと思います。下の4つは、マキノの東西南北の小学校の校章で

す。この学校だよりのタイトル左にも入れさせていただき、慣れ親しんだ南小の校章についてですが、37年前

(平成元年)の学校だより「ももせ」でこのように紹介されています。『マキノ町の「マ」の文字４つが、旧の

４つの村（剣熊・海津・西庄・百瀬）を表し、「マ」の形は、平和のシンボルであるハトが飛び立つ様子を表

しています。』（一部改）
　校章が策定された当時の経緯はわかりませんが、

南小学校への愛情、子どもたちへ期待する思いを感

じます。新生のマキノ小学校においても地域住民の

思いのこもった校歌や校章ができることを祈りま

す。

避難訓練
8日 （水） 新任式　始業式　入学式 20日 （月） 委員会活動
9日 （木） 給食開始(2～6年) 22日 （水）

学習参観･PTA総会･学級懇談
PTA三役会 23日 （木） 全国学力・学習状況調査(6年)

13日 （月） 児童自宅確認(～14日) 24日 （金）

昭和の日
15日 （水） 給食開始(1年) 27日 （月） 児童質問紙調査(6年)
16日 （木） 図書館訪問貸出 29日 （水）

児童質問紙調査(6年)

　本号をもちまして今年度の最終号となります。また、私事ではございますが、昨年度から２年間にわたって

この学校だより『ももせ』にて様々な情報を発信させていただきましたが、今回を最後に担当を終えることと

なりました。お伝えしたいことがたくさんあり、文字が多くなってしまい、毎回読みづらいものとなったこ

と、改めておわび申し上げます。すなおで純朴な子どもたちの姿を間近で見ることができ、幸せな２年間を過

ごすことができました。また、いろんな場面で学校教育に手を貸していただき、地域住民のみなさまに学校を

支えていただいていることを実感できる時間でもありました。マキノ南小はあと２年をもってその歴史を閉じ

ることとなりますが、今後とも学校教育にご支援をいただきますよう、よろしくお願いいたします。最後まで

お読みいただきありがとうございました。

　学年末・学年始休業中の緊急事態(お子様が重大な事故に巻き込まれたなど)は、学校へ連絡をお願いしま

す。なお、長期休業中の電話対応は、8:15～16:45の時間帯(平日)とさせていただいています。夜間や休日の

急を要する連絡は、翌日等にしていただくか、高島市役所(25-8000)へご連絡ください。ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解をいただきますようお願いいたします。

ＰＴＡ理事会 27日 （月）

4月 学校行事予定 あくまでも3月時点のものです。変更になることがあります。

最後までお読みいただき ありがとうございました

マキノ小学校の校歌・校章は？

学びにかかる調査より


